
 54

慣行・地域活動における意識と実態

　「PTA会長」については、「男女同じぐらいがよい」と５割近くの人が考えているが、実態では、男性が
担当することが多い。

意識（男女どちらが担当した方がよいか）

　「地域の防災組織や活動に参加する人」については、「男女同じぐらいがよい」と約５割の人が考えて
いるが、実態では、男性が担当することが多い。

男性がよい 男女同じぐらい どちらかといえば女性がよい

女性がよい わからない 無回答

どちらかといえば男性がよい

21.8 17.4

14.2 12.2 55.3 8.9 6.3

39.4 12.3 7.6

46.9 10.7 7.118.2 14.9

（％）

全　体
（Ｎ＝994）

女　性
（Ｎ＝528）

男　性
（Ｎ＝459）

1.3

0.9

0.9

0.6

1.7

1.3

意識（男女どちらが担当した方がよいか）

13.1 16.7

16.6 19.0 52.3 5.4 5.4

55.1 6.68.1

53.7 6.9 6.214.6 17.7

（％）

全　体
（Ｎ＝994）

女　性
（Ｎ＝528）

男　性
（Ｎ＝459）

男性がよい 男女同じぐらい どちらかといえば女性がよい

女性がよい わからない 無回答

どちらかといえば男性がよい

0.4

0.4

0.2

0.2

0.7

0.7

15.823.3 9.4 3.742.4

（％）

全　体
（Ｎ＝994） 65.7

男
性
が

多
い

（計）

実態（男女どちらが担当することが多いか） 実態（男女どちらが担当することが多いか）

15.3 6.3 12.8 5.157.9

（％）

全　体
（Ｎ＝994） 73.2

男
性
が

多
い

（計）

0.9

1.6

61.4 14.2 4.7 12.1 5.7女　性
（Ｎ＝528） 75.6

0.8

1.1

54.5 16.8 8.1 13.5 4.1男　性
（Ｎ＝459） 71.3

0.9

2.2

2.6

2.8

39.0 23.9 10.615.9 4.2女　性
（Ｎ＝528） 62.9

3.6

2.8

46.6 22.7 15.9 7.6男　性
（Ｎ＝459） 69.3

1.5 2.8

2.8

男性が多い 男女同じぐらい どちらかといえば女性が多い

女性が多い わからない 無回答

どちらかといえば男性が多い 男性が多い 男女同じぐらい どちらかといえば女性が多い

女性が多い わからない 無回答

どちらかといえば男性が多い

ＰＴＡ会長 地域の防災組織や活動に参加する人



 76

　「女性にとって働きやすい環境づくり」には、出産・育児・介護と仕事の両立環境の整備が必要と
考える人が多い。
　「男性にとって働きやすい環境づくり」には、働く場を増やすことに加え、育児・介護と仕事の両立
環境の整備が必要と考える人が多い。

働きやすい環境づくりに必要なこと

　子育て支援やワーク・ライフ・バランスの充実、男女平等に関する啓発や社会制度・慣行等の
見直しを重要と考える人が多い。
　ワーク・ライフ・バランスの充実は女性の方が、啓発や社会制度・慣行等の見直しは男性の方が重要と考える割合
が高い。

今後県が力を入れていくべき施策（特に重要と思うもの3つまで選択）

女性にとって 男性にとって 0.0 20.0 40.0
（％）

男女平等の考え方を社会全体に浸透
させるための啓発活動の充実

26.5
21.2

32.9

男性への意識啓発
12.1
11.7
12.6

女性への意識啓発
6.3
6.1
6.8

男女平等の視点に立った社会制度・慣行等の見直し
24.9

22.3
28.1

学校等における男女平等教育の深化
12.8

10.8
15.0

男女平等意識を高めるための生涯にわた
る学習機会の充実

8.9
7.0

11.1

女性に対するあらゆる暴力（ドメスティック・バイオレン
ス、セクシャルハラスメント）の根絶

20.7
22.3

19.0

生涯を通じた女性の健康づくりへの支援
6.2
8.0

4.1

政策・方針決定過程への女性の参画の拡大
5.0
4.9
5.2

女性の能力開発への支援
8.1
9.7

6.3

国際的な男女共同参画の取組の理解
と国際協力活動への参画促進

1.9
1.7
2.2

雇用等の分野における男女均等な機会と待遇の確保
19.9

18.8
21.1

働き方を見直し、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）を可能とする就業環境の充実

23.3
28.4

17.9

農林水産業・商工業等自営業における
経営参画・社会参画の推進

1.9
1.9
2.0

子育て支援の充実
36.2
37.1

35.3

高齢者・障害者の社会参画の支援
16.9
18.8

14.4

障害者等が安心して暮らせる介護体制の整備
15.4
15.0
16.1

家庭における男女共同参画の促進
5.7
6.8

4.4

地域や防災・災害復興等における男女共
同参画の促進

3.7
2.8

4.8

男女共同参画に関連する相談窓口の充実
1.9
1.7
2.2

その他
0.9
1.1
0.4

全体（Ｎ＝994）
女性（Ｎ＝528）
男性（Ｎ＝459)

（複数回答）

全体（Ｎ＝994）
女性（Ｎ＝528）
男性（Ｎ＝459)

（複数回答）

全体（Ｎ＝994）
女性（Ｎ＝528）
男性（Ｎ＝459)

（複数回答）

働く場を増やす
59.1
61.7

56.4

就職情報や紹介などの相
談機関を充実させる

31.0
32.8

29.2

能力発揮の機会を増やす
34.7
34.3
35.5

技能習得のための訓練施
設を充実させる

27.8
28.2
27.2

昇進・給与等に男女の差別
的取扱いをなくす

50.1
52.1

48.4

妊娠や出産によって不利益を
うけることをなくす

64.6
68.9

59.7

育児・介護休業取得によって
不利益をうけることをなくす

59.7
64.2

54.5

育児休業制度を取得しやすい
職場環境を整える

58.0
63.1

52.5

介護休業制度を取得しやすい
職場環境を整える

54.0
59.7

47.3

結婚、出産、育児、介護の
ために退職した人の再雇用制
度を充実させる

57.1
59.3

55.1

再就職をめざす人の研
修の場を増やす

33.1
37.5

28.3

育児・介護休業中の経済的
支援を充実させる

48.8
53.0

44.0

１日の労働時間を減らす
34.1
34.3
33.8

フレックスタイム制や在宅勤務
など柔軟な働き方を普及させる

37.2
39.4

35.1

保育施設を充実させる
56.5
59.7

52.9

介護施設を充実させる
52.6
57.2

47.9

女性が働くことに対する家族や
周囲の理解と協力が深まる

41.9
46.8

36.4

男性が家事・育児をすること
に対する家族や周囲の理解と
協力が深まる

30.8
34.5

26.8

女性自身の自覚・意欲
を高める

34.9
34.8
34.9

男性の男女共同参画
意識を高める

23.8
24.4
23.1

経営者・管理職の男女共同
参画意識を高める

28.1
28.4
27.7

男は仕事、女は家庭といった
性別による固定的な役割分担
意識を持つ人が減る

39.7
42.4

36.8

その他
0.6
0.9
0.2

特にない
0.7
0.6
0.9

わからない
3.1
2.7
3.7

働く場を増やす
47.1
45.8
49.0

就職情報や紹介などの相
談機関を充実させる

29.1
28.2
30.5

能力発揮の機会を増やす
33.8
31.8
36.2

技能習得のための訓練施
設を充実させる

33.2
30.3
36.8

育児・介護休業取得によって
不利益をうけることをなくす

39.9
39.0
41.4

育児休業制度を取得しやすい
職場環境を整える

41.8
40.7
43.1

介護休業制度を取得しやすい
職場環境を整える

47.1
46.8
47.9

再就職をめざす人の研
修の場を増やす

35.2
34.5
36.4

育児・介護休業中の経済的
支援を充実させる

37.1
36.2
38.8

１日の労働時間を減らす
27.2

23.3
32.0

フレックスタイム制や在宅勤務
など柔軟な働き方を普及させる

33.2
32.0
35.1

保育施設を充実させる
25.8
22.7
29.4

介護施設を充実させる
41.2
39.0
44.4

女性が働くことに対する家族や
周囲の理解と協力が深まる

18.8
18.4
19.6

男性が家事・育児をすること
に対する家族や周囲の理解と
協力が深まる

36.9
40.0

33.8

女性自身の自覚・意欲
を高める

8.6
7.0
10.5

男性の男女共同参画
意識を高める

26.9
26.9
27.2

経営者・管理職の男女共同
参画意識を高める

22.7
21.4
24.2

男は仕事、女は家庭といった
性別による固定的な役割分担
意識を持つ人が減る

30.3
30.5
30.3

その他
0.6
0.8
0.4

特にない
0.7
0.0
1.5

わからない
4.1
3.8
4.6

昇進・給与等に男女の差別
的取扱いをなくす

25.5
23.9
27.7

（％）
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

（％）
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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　「女性にとって働きやすい環境づくり」には、出産・育児・介護と仕事の両立環境の整備が必要と
考える人が多い。
　「男性にとって働きやすい環境づくり」には、働く場を増やすことに加え、育児・介護と仕事の両立
環境の整備が必要と考える人が多い。

働きやすい環境づくりに必要なこと

　子育て支援やワーク・ライフ・バランスの充実、男女平等に関する啓発や社会制度・慣行等の
見直しを重要と考える人が多い。
　ワーク・ライフ・バランスの充実は女性の方が、啓発や社会制度・慣行等の見直しは男性の方が重要と考える割合
が高い。

今後県が力を入れていくべき施策（特に重要と思うもの3つまで選択）

女性にとって 男性にとって 0.0 20.0 40.0
（％）

男女平等の考え方を社会全体に浸透
させるための啓発活動の充実

26.5
21.2

32.9

男性への意識啓発
12.1
11.7
12.6

女性への意識啓発
6.3
6.1
6.8

男女平等の視点に立った社会制度・慣行等の見直し
24.9

22.3
28.1

学校等における男女平等教育の深化
12.8

10.8
15.0

男女平等意識を高めるための生涯にわた
る学習機会の充実

8.9
7.0

11.1

女性に対するあらゆる暴力（ドメスティック・バイオレン
ス、セクシャルハラスメント）の根絶

20.7
22.3

19.0

生涯を通じた女性の健康づくりへの支援
6.2
8.0

4.1

政策・方針決定過程への女性の参画の拡大
5.0
4.9
5.2

女性の能力開発への支援
8.1
9.7

6.3

国際的な男女共同参画の取組の理解
と国際協力活動への参画促進

1.9
1.7
2.2

雇用等の分野における男女均等な機会と待遇の確保
19.9

18.8
21.1

働き方を見直し、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）を可能とする就業環境の充実

23.3
28.4

17.9

農林水産業・商工業等自営業における
経営参画・社会参画の推進

1.9
1.9
2.0

子育て支援の充実
36.2
37.1

35.3

高齢者・障害者の社会参画の支援
16.9
18.8

14.4

障害者等が安心して暮らせる介護体制の整備
15.4
15.0
16.1

家庭における男女共同参画の促進
5.7
6.8

4.4

地域や防災・災害復興等における男女共
同参画の促進

3.7
2.8

4.8

男女共同参画に関連する相談窓口の充実
1.9
1.7
2.2

その他
0.9
1.1
0.4

全体（Ｎ＝994）
女性（Ｎ＝528）
男性（Ｎ＝459)

（複数回答）

全体（Ｎ＝994）
女性（Ｎ＝528）
男性（Ｎ＝459)

（複数回答）

全体（Ｎ＝994）
女性（Ｎ＝528）
男性（Ｎ＝459)

（複数回答）

働く場を増やす
59.1
61.7

56.4

就職情報や紹介などの相
談機関を充実させる

31.0
32.8

29.2

能力発揮の機会を増やす
34.7
34.3
35.5

技能習得のための訓練施
設を充実させる

27.8
28.2
27.2

昇進・給与等に男女の差別
的取扱いをなくす

50.1
52.1

48.4

妊娠や出産によって不利益を
うけることをなくす

64.6
68.9

59.7

育児・介護休業取得によって
不利益をうけることをなくす

59.7
64.2

54.5

育児休業制度を取得しやすい
職場環境を整える

58.0
63.1

52.5

介護休業制度を取得しやすい
職場環境を整える

54.0
59.7

47.3

結婚、出産、育児、介護の
ために退職した人の再雇用制
度を充実させる

57.1
59.3

55.1

再就職をめざす人の研
修の場を増やす

33.1
37.5

28.3

育児・介護休業中の経済的
支援を充実させる

48.8
53.0

44.0

１日の労働時間を減らす
34.1
34.3
33.8

フレックスタイム制や在宅勤務
など柔軟な働き方を普及させる

37.2
39.4

35.1

保育施設を充実させる
56.5
59.7

52.9

介護施設を充実させる
52.6
57.2

47.9

女性が働くことに対する家族や
周囲の理解と協力が深まる

41.9
46.8

36.4

男性が家事・育児をすること
に対する家族や周囲の理解と
協力が深まる

30.8
34.5

26.8

女性自身の自覚・意欲
を高める

34.9
34.8
34.9

男性の男女共同参画
意識を高める

23.8
24.4
23.1

経営者・管理職の男女共同
参画意識を高める

28.1
28.4
27.7

男は仕事、女は家庭といった
性別による固定的な役割分担
意識を持つ人が減る

39.7
42.4

36.8

その他
0.6
0.9
0.2

特にない
0.7
0.6
0.9

わからない
3.1
2.7
3.7

働く場を増やす
47.1
45.8
49.0

就職情報や紹介などの相
談機関を充実させる

29.1
28.2
30.5

能力発揮の機会を増やす
33.8
31.8
36.2

技能習得のための訓練施
設を充実させる

33.2
30.3
36.8

育児・介護休業取得によって
不利益をうけることをなくす

39.9
39.0
41.4

育児休業制度を取得しやすい
職場環境を整える

41.8
40.7
43.1

介護休業制度を取得しやすい
職場環境を整える

47.1
46.8
47.9

再就職をめざす人の研
修の場を増やす

35.2
34.5
36.4

育児・介護休業中の経済的
支援を充実させる

37.1
36.2
38.8

１日の労働時間を減らす
27.2

23.3
32.0

フレックスタイム制や在宅勤務
など柔軟な働き方を普及させる

33.2
32.0
35.1

保育施設を充実させる
25.8
22.7
29.4

介護施設を充実させる
41.2
39.0
44.4

女性が働くことに対する家族や
周囲の理解と協力が深まる

18.8
18.4
19.6

男性が家事・育児をすること
に対する家族や周囲の理解と
協力が深まる

36.9
40.0

33.8

女性自身の自覚・意欲
を高める

8.6
7.0
10.5

男性の男女共同参画
意識を高める

26.9
26.9
27.2

経営者・管理職の男女共同
参画意識を高める

22.7
21.4
24.2

男は仕事、女は家庭といった
性別による固定的な役割分担
意識を持つ人が減る

30.3
30.5
30.3

その他
0.6
0.8
0.4

特にない
0.7
0.0
1.5

わからない
4.1
3.8
4.6

昇進・給与等に男女の差別
的取扱いをなくす

25.5
23.9
27.7

（％）
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

（％）
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
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　育児・介護と仕事の両立に関する項目を選択した人が多い。
　全国に比べて、「女性自身がリーダーになることを希望しないこと」の選択率が高い。

政策方針決定過程への女性の参画

女性リーダーを増やすうえで障害となるもの

男女共に、出産・育児・介護と仕事の両立環境の整備に関する項目が重要と考える人が多い。

男女共同参画社会の実現のために必要なこと（特に重要と思うもの3つまで選択）

調 査 概 要

結果の概要

男女平等社会づくりに向けた県民意識調査結果【概要】男女平等社会づくりに向けた県民意識調査結果【概要】

○調査対象：新潟県に在住する満 20 歳以上の男女 2,000 人
○調査方法：郵送による配布・回収
○調査期間：平成 27 年 8月20日～ 8月31日（9月14日到着分まで集計）
○回収結果：994 人（女性 528 人 男性 459 人 無回答 7 人）有効回答率 49.7％
※結果についての詳細は、男女平等社会推進課のホームページ（URL：http://www.pref.niigata.lg.jp/danjobyodo/）に掲載してあります。

平成 28年 3月

新潟県県民生活・環境部　男女平等社会推進課
〒950-8570　新潟市中央区新光町 4番地 1
ＴＥＬ：025-280-5142　　ＦＡＸ：025-280-5166

 1

新潟県 内閣府調査

「H26女性の活躍推進に関する世論調査」

全体（Ｎ＝994）
女性（Ｎ＝528）
男性（Ｎ＝459)

（複数回答）

全体（Ｎ＝3,037）
女性（Ｎ＝1,692）
男性（Ｎ＝1,345)

（複数回答）

全体（Ｎ＝994）
女性（Ｎ＝528）
男性（Ｎ＝459)

（複数回答）

男女が共に参画し、多様な生き方が選択できる社会の実現に向けた県のさまざまな施策の充実と、
次期「新潟県男女共同参画計画（男女平等推進プラン）」の策定に活用するため、県民意識調査
を実施しました。

育児・介護を支援する施設やサービスの
充実を図ること

49.5
53.8

44.7

法律や制度の上での見直しを行い、性差別に
つながるものを改めること

14.0
9.1

19.4

女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・
しきたりを改めること

25.5
24.2

26.8

女性自身が経済力をつけたり、積極的に知識・技能
の向上を図ったりすること

16.9
19.5

13.9

女性が出産しても働き続けることへの理解が進むこと
44.0

47.7
40.1

男性の家事・育児参加への理解が進むこと
28.8
30.7

26.8

小さいときから家族や学校で男女平等
について教えること

15.7
13.8

18.1

職場において性別による待遇（配置や昇進
など）の差をなくすこと

16.6
14.8

18.7

労働時間の短縮やフレックスタイム制、在宅勤務の
普及など男女共に働き方の見直しが進むこと

30.7
34.1

27.0

政府や企業などの重要な役職に一定の割合で女性を
登用する制度を採用・充実すること

6.6
5.1

8.5

わからない
4.4
4.4
4.6

その他
2.5
1.3

3.9

0.0 20.0 40.0 60.0（％）

（％）0.0 20.0 40.0 60.0

上司・同僚・部下となる
男性や顧客が女性リー
ダーを希望しないこと

31.2

35.4

26.1

長時間労働の改善が十
分ではないこと

39.5

40.2

39.0

企業などにおいては、
管理職になると広域異
動が増えること

25.3

26.5

24.0

保育・介護・家事など
における夫などの家族の
支援が十分ではないこと

54.9

58.3

51.2

保育・介護の支援など
の公的サービスが十分
ではないこと

50.0

51.3

48.6

その他

1.7

1.9

1.5

特にない

3.8

2.8

5.0

わからない

8.0

10.0

5.9

現時点では、必要な知
識や経験などを持つ女
性が少ないこと

29.1

30.7

27.2

女性自身がリーダーにな
ることを希望しないこと

33.2

28.4

38.8

（％）0.0 20.0 40.0 60.0

上司・同僚・部下となる
男性や顧客が女性リー
ダーを希望しないこと

31.1

37.1

23.6

長時間労働の改善が十
分ではないこと

38.8

42.3

34.5

企業などにおいては、
管理職になると広域異
動が増えること

18.6

18.7

18.4

保育・介護・家事など
における夫などの家族の
支援が十分ではないこと

50.1

54.8

44.1

保育・介護の支援など
の公的サービスが十分
ではないこと

42.3

45.2

38.7

その他

0.5

0.2

0.9

特にない

3.9

2.8

5.4

わからない

3.4

3.6

3.0

現時点では、必要な知
識や経験などを持つ女
性が少ないこと

18.1

16.1

20.6

女性自身がリーダーにな
ることを希望しないこと

12.9

12.1

14.1


